
【葡萄唐草模様について】
古代、ペルシャ、コーカサス生まれの葡萄が蔓
草と一つになり、西へ、東へ、シルクロードを
経て東西の文化を彩る文様となりました。私ど
もの財団ではシルクロードを中心に、世界の文
化に寄与できればと、この葡萄唐草文様をシン
ボルマークにいたしました。
●シンボルマークデザイン：吉田左源二
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
四
月
三
〇
日
に
今
上
陛
下
が
御
退
位
さ
れ
、
五
月

一
日
に
皇
太
子
殿
下
が
御
即
位
さ
れ
、
第
一
二
六
代
天
皇

と
な
ら
れ
ま
す
。

　

今
上
陛
下
は
上
皇
と
な
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の

称
号
は
近
世
で
は
江
戸
時
代
の
第
一
一
九
代
光
格
天
皇

（
一
七
七
一
〜
一
八
四
〇
）
の
御
退
位
以
来
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
二
〇
〇
年
ぶ
り
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
の
御
代
か
ら
次
の
時
代
へ
と
、
私
た
ち
は
今
、
大

き
な
時
代
の
転
換
期
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
歴
史
に
残
る
年
と
な
る
本
年
が
安
ら
か
な
稔

多
き
年
で
あ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
明
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
で
す
。
私
は
、
こ
の
時
の
流
れ
、
と
言
う
よ
り
も

歴
史
が
作
ら
れ
て
い
く
模
様
を
し
っ
か
り
我
が
目
に
焼
き

つ
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
中
韓
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今
や
財
団
の
年
間

行
事
の
中
で
も
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
中
国
貴
州
省
・
貴
陽
市
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

関
し
て
は
本
文
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
く
存
じ
上
げ
ま
す
。

本
年
は
日
本
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
国
と
な
り
ま
す
。

　

第
15
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
る
本
年
は
、
東
京
で
11

月
に
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
日
・
中
、
日
・

韓
の
間
が
政
治
的
に
ギ
ク
シ
ャ
ク
と
し
た
関
係
に
あ
っ
た

時
で
も
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
点
は
、
中
国
も
韓
国
も
高
く
評
価
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
そ
う
し
た
雰
囲
気
を
受
け
継
い
で
、
今
後

は
未
来
志
向
の
も
と
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
関
係
の
中
で
三
カ

国
の
関
係
を
い
か
に
発
展
さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
音
楽
」
で
す
。
秋
に

東
京
か
ら
ど
ん
な
友
情
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
誕
生
す
る
の
か
、

注
視
す
る
と
共
に
ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

　

昨
年
も
、
我
が
国
は
集
中
豪
雨
、
台
風
、
地
震
と
大
き

な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、

貴
重
な
財
産
も
失
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
年
、
発
生
す
る
こ
う
し
た
負
の
連

鎖
を
い
か
に
断
ち
切
る
か
、
こ
こ
は
人
工
知
能
（
A
I
）
も

含
め
、
多
く
の
叡
智
を
集
め
て
よ
り
よ
い
対
応
策
を
創
出

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　

財
団
も
産
声
を
あ
げ
て
か
ら
三
〇
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。

年
頭
に
あ
た
り
、
い
つ
も
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
創
設
者
で
あ

る
平
山
郁
夫
先
生
の
言
葉
で
す
。

　
「
文
化
に
よ
る
社
会
貢
献
、
世
界
平
和
へ
の
貢
献
」

　

こ
の
心
の
も
と
、
私
た
ち
は
本
年
も
歩
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
財
団
の
大
き
な
使
命
は
文
化
・
芸
術
を
守
り
、
こ
れ

を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
な
か
な
か

難
し
い
仕
事
で
す
。
し
か
し
、
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば

結
果
は
生
じ
ま
せ
ん
。
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
の
精
神
で

粛
々
と
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

こ
こ
で
、
私
自
身
に
関
す
る
こ
と
を
記
す
こ
と
を
お
許
し

く
だ
さ
い
。
昨
年
の
年
頭
の
御
挨
拶
で
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、

私
は
目
下
、
ク
ロ
ー
ン
文
化
財
の
研
究
、
開
発
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
本
年
は
こ
の
技
術
を
進
化
、
発
展
さ
せ
、

そ
の
可
能
性
を
さ
ら
に
追
求
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
総
論
か
ら
各
論
へ
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
と

ク
ロ
ー
ン
技
術
の
関
係
を
明
確
に
し
、
こ
の
技
術
の
成
果
が

ど
こ
ま
で
文
化
財
の
保
存
活
動
に
役
立
ち
、
貢
献
で
き
る

か
に
つ
い
て
の
啓
蒙
活
動
も
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
日
本
画
家
と
し
て
の
創
作
活
動

が
控
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
大
切
な
仕
事
で
す
。
健
康

に
留
意
し
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
美
術
界
の

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
理
事
長
と
し
て
財
団
の
運
営
に
関
し
て
重

責
を
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
い
た
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
暖
か
い
御
理
解
と
御
支
援
の
も
と
、
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
数
年
の
傾
向
で
す
が
、
財
団
は
財
政

面
で
苦
戦
を
強し

い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
は
、
こ
れ

を
打
破
す
べ
く
経
費
節
約
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
支
援
者

を
増
や
す
不
断
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
私
ど
も
の

仕
事
は
地
味
な
努
力
を
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
日
本
が
目
標
と
し
て
い
る
世

界
に
冠
た
る
文
化
芸
術
立
国
の
実
現
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
、
と
願
う
次
第
で
す
。
混
沌
と
し
た
世
界
情
勢

の
中
で
、
こ
の
努
力
は
前
記
の
世
界
平
和
へ
の
貢
献
に
つ

な
が
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
本
年
も
私
ど
も
の
意
を
お
汲
み
と
り
の
う
え
、

よ
ろ
し
く
御
指
導
、
御
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

理
事
長

宮
廻 

正
明

（
み
や
さ
こ
・
ま
さ
あ
き
）

　

イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の
総
本
山
で
あ

る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
は
六
世
紀

末
に
建
て
ら
れ
た
が
、
十
二
世
紀
末

に
焼
失
し
た
の
ち
に
再
建
さ
れ
、
イ

ギ
リ
ス
最
初
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
大

聖
堂
と
な
っ
た
。
高
さ
七
十
二
メ
ー

ト
ル
の
棟
は
十
五
世
紀
末
に
完
成
し

て
お
り
、
十
二
〜
十
三
世
紀
の
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
や
壁
画
・
柱
頭
彫
刻
が

あ
る
。

　

一
一
七
〇
年
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大

司
教
の
ト
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト
が
、
政

教
分
離
を
め
ぐ
っ
て
当
時
の
国
王
ヘ

ン
リ
ー
二
世
と
対
立
し
、
こ
こ
で
暗

殺
さ
れ
た
。

　

ベ
ケ
ッ
ト
が
後
に
列
聖
さ
れ
た
た

め
、
多
く
の
巡
礼
者
が
こ
こ
を
訪
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
一
九
八
八
年
に
文
化
遺
産
と
し
て

登
録
）

　

公
益
社
団
法
人

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

カンタベリー大聖堂、聖オーガスティン大修道院及び聖マーティン教会
英国（グレートブリテン及び北アイルランド連合王国）新

し
い
御み

よ代
の
始
ま
り
の
年
に
向
け
て ユネスコ世界遺産（文化遺産）シリーズ ©UNESCO
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し
、
そ
の
設
置
者
や
形
態
、
規
模
も
様
々
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

博
物
館
が
有
機
的
に
連
携
し
、
文
化
の
結
節
点
と
し
て
各
地
域
、

さ
ら
に
は
国
内
外
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
存
在
価
値
を
示
し
、
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
に

お
い
て
は
、
世
界
遺
産
を
は
じ
め
数
多
く
の
有
形
無
形
の
文
化

遺
産
が
存
在
す
る
歴
史
都
市
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
博
物
館

が
伝
統
的
な
文
化
を
活
か
し
な
が
ら
豊
か
な
未
来
を
創
造
す
る

文
化
的
な
拠
点
と
し
て
、
新
た
な
機
能
を
創
出
す
る
こ
と
を
考

え
る
場
と
す
る
こ
と
が
、
テ
ー
マ
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

パ
リ
で
産
声
を
あ
げ
た
I
C
O
M
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

活
動
を
主
体
に
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
今
や
日
本
、
中
国
、
韓

国
を
は
じ
め
と
す

る
ア
ジ
ア
諸
国
で

も
数
多
く
の
博
物

館
が
で
き
、
専
門

家
が
育
っ
て
き
て

お
り
、
博
物
館
に

関
す
る
学
問
も
発

展
を
遂
げ
て
き
て

い
る
。
一
方
で
、
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、
未
だ
多
く
の
紛
争
や

自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
文
化
財
の
不
法
輸
出
入
や
移

民
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
等
、
欧
米
と
同
様
の
課
題
も
抱
え
て

い
る
。
I
C
O
M
京
都
大
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
ア
ジ

ア
の
博
物
館
は
何
が
で
き
る
の
か
、
改
め
て
ア
ジ
ア
に
お
け

る
I
C
O
M
大
会
開
催
の
意
義
を
考
え
直
す
場
に
も
し
た
い
。

二
十
五
回
目
の
節
目
を
迎
え
る
京
都
大
会
で
は
、
過
去
の
歴
史

に
学
び
な
が
ら
、
新
た
な
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

9
月
1
日
（
日
）　�

諮
問
会
議
、国
内
委
員
長
・
国
際
委
員
長
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
各
国
際
委
員
会
役
員
会
議
等

9
月
2
日
（
月
）　�

開
会
式
、
基
調
講
演
、
博
物
館
見
本
市
、
各

国
際
委
員
会
等
の
会
合
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

パ
ー
テ
ィ

9
月
3
日
（
火
）　�

基
調
講
演
、
全
体
会
合
、
博
物
館
見
本
市
、

各
国
際
委
員
会
等
の
会
合
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ベ
ン
ト

9
月
4
日
（
水
）　�
基
調
講
演
、
全
体
会
合
、
博
物
館
見
本
市
、

各
国
際
委
員
会
等
の
会
合
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ベ
ン
ト

9
月
5
日
（
木
）　�

国
際
委
員
会
等
に
よ
る
オ
フ
サ
イ
ト
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト

9
月
6
日
（
金
）　

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

9
月
7
日
（
土
）　�

総
会
、
諮
問
会
議
、
閉
会
式
・
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
・
パ
ー
テ
ィ

　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ�

大
会
の
開
催
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
な
の
で
は
な

く
、
今
後
の
我
が
国
の
博
物
館
の
振
興
や
博
物
館
学
の
発
展
に

向
け
た
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
で
も
多
く

の
博
物
館
関
係
者
の
参
加
を
得
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を

契
機
に
日
本
国
民
一
人
一
人
が
博
物
館
の
社
会
的
役
割
と
そ
の

重
要
性
に
気
付
く
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
内
容
を
心
が
け
、
博

物
館
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
制
度
の
改
善
や
関
連
予
算
の
拡
充

に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
博
物
館
を
通
じ
て
ア

ジ
ア
諸
国
を
は
じ
め
世
界
に
文
化
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我

が
国
の
国
際
的
地
位
の
向
上
と
、
よ
り
一
層
の
国
際
交
流
の
促

進
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
が
国
の
博

物
館
史
上
、
I
C
O
M
京
都
大
会
が
一
つ
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン

グ
・
ポ
イ
ン
ト
（
歴
史
的
転
換
点
）
と
な
っ
た
と
、
後
世
に
語

り
継
が
れ
る
よ
う
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

詳
細
な
情
報
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://icom
-kyoto-2019.org/jp

）
で
ご
確
認
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　

今
年
九
月
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（T

he�International�Council�of�
M
useum

s
;

国
際
博
物
館
会
議
）
京
都
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
は
、
一
九
四
六
年
に
創
設
さ
れ
た
世
界
の
博
物
館
の

進
歩
発
展
を
目
的
と
す
る
唯
一
最
大
の
世
界
的
博
物
館
の
専
門

組
織
で
あ
り
、
歴
史
や
美
術
、
考
古
学
、
民
俗
、
科
学
、
技
術
、

自
然
史
な
ど
の
博
物
館
関
係
者
の
国
際
的
な
集
ま
り
で
あ
る
。

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
と
公
式
な
協
力
関
係
を
結
ん
で
い
る
非
政
府

団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
で
あ
り
、
加
盟
国
は
一
四
一�

の
国
・
地
域
に

お
よ
そ
四
万
人
の
会
員
を
持
ち
、
本
部
は
パ
リ
に
置
か
れ
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
会
員
は
加
盟
各
国
毎
で
構
成
す
る
国
別
の
国

内
委
員
会
（N

ational�Com
m
ittee

）
と
、
専
門
分
野
の
国
際

委
員
会
（International�Com

m
ittee

）
に
所
属
す
る
こ
と
が

で
き
、
現
在
、
三
十
の
国
際
委
員
会
が
独
自
の
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
ま
た
、六
つ
の
地
域
連
盟（Regional�A

lliance

）と
、

二
十
三
の
関
連
団
体
（A

ffi
liated�O

rganisation

）
が
置
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、
ほ
ぼ
毎
年
世
界
各
地
で
年
次

会
合
を
開
催
し
て
い
る
が
、
三
年
に
一
回
一
堂
に
会
し
て
開
催

さ
れ
る
の
が
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
大
会
（ICO

M
�General�Conference

）

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
二
〇
〇
四
年
に
韓
国
・
ソ
ウ
ル
、

二
〇
〇
七
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
、
二
〇
一
〇
年
に

中
国
・
上
海
、
二
〇
一
三
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、

そ
し
て
二
〇
一
六
年
に
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
開
催
し
て
い
る
。

大
会
は
約
一
週
間
の
期
間
で
行
わ
れ
、
開
会
式
や
基
調
講
演
、

全
体
会
議
、
各
国
際
委
員
会
等
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
る
メ

イ
ン
の
会
議
場
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
の
博
物
館
を
中
心
に
開

催
さ
れ
る
オ
フ
サ
イ
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
、
ま
た
、
多
く
の
博
物
館
の
協
力
の
下
に
大
会
に
合
わ
せ
て

実
施
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
展
や
イ
ベ
ン
ト
、
入
館
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
展
開
さ
れ
る
。

　

I
C
O
M
大
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
ご
と
に
テ
ー
マ
を

定
め
、
全
体
の
基
調
講
演
や
各
国
際
委
員
会
も
そ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
内
容
で
実
施
さ
れ
る
。
開
催
国
に
と
っ
て
大
会
は
、
単

な
る
専
門
家
に
よ
る
世
界
会
議
と
い
う
位
置
付
け
で
は
な
く
、

大
会
の
終
了
後
を
視
野
に
長
期
的
な
博
物
館
の
振
興
策
と
連
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
博
物
館
の
発
展

を
促
す
き
っ
か
け
と
し
て
有
効
に
機
能
す
る

ケ
ー
ス
も
多
い
。

　

I
C
O
M
大
会
の
開
催
期
間
は
、

二
〇
一
九
年
九
月
一
日
（
日
）
〜
九
月
七
日

（
土
）
で
あ
り
、
参
加
者
は
国
内
外
か
ら
約

三
千
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
国
立
京
都
国
際

会
館
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、
京
都
市
内
の
博

物
館
・
美
術
館
、
大
学
等
が
サ
ブ
会
場
と
な
る
。
と
り
わ
け
、

オ
フ
サ
イ
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

関
西
圏
域
全
体
を
候
補
地
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

大
会
テ
ー
マ
は
、“M

useum
s�as�Cultural�H

ubs

：T
he�

Future�of�T
radition

（
文
化
を
つ
な
ぐ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

－

伝

統
を
未
来
へ
）
で
あ
る
。
国
際
的
に
政
治
・
経
済
・
社
会
が
大

き
く
変
容
を
遂
げ
る
な
か
で
、
よ
り
よ
い
未
来
を
構
築
す
る

た
め
に
博
物
館
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
博
物
館
は
、
歴
史
系
、
美
術

系
、
自
然
史
系
、

科
学
系
、
文
学

系
等
多
種
多
様

な
館
種
が
存
在

I
C
O
M
京
都
大
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

I
C
O
M
と
は

京
都
大
会
に
つ
い
て

ICOM-CAMOC（都市博物館国際委員会）〜ドイ
ツのフランクフルトにおける会合の模様
（2018年）

ICOM-INTERCOM（国際委員会）〜インドのコル
カタにおける会合の模様
（2018年）

ICOM〜イタリアのミラノ大会における基調講演の模様（2016年）

ICOM〜ミラノ大会のトリノ大学におけるUMACオフサイト
ミーティングの模様（2016年）

ICOM-UMAC（大学博物館国際委員会）〜エジプ
トのアレキサンドリアにおける会合の模様
（2014年）

ICOM-ICAMT（博物館建築国際委員会）〜ポルトガルのリスボン
における会合の模様（2018年）

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会

運
営
委
員
長

栗
原 

祐
司 

（
く
り
は
ら
・
ゆ
う
じ
）

筆
者
略
歴

一
九
六
六
年
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
一
九
八
九
年
文
部
省
入
省

後
、
文
化
庁
美
術
学
芸
課
長
、
東
京
国
立
博
物
館
総
務
部
長
等

を
経
て
、
二
〇
一
六
年
よ
り
京
都
国
立
博
物
館
副
館
長
。
日
本

博
物
館
協
会
理
事
、I
C
O
M
日
本
委
員
会
理
事
、
日
本
展
示

学
会
副
会
長
等
も
務
め
て
い
る
。

I ア

イ

コ

ム

C
O
M
¦
国
際
博
物
館
会
議

　
　
　
　京
都
大
会
開
催
に
向
け
て

博
物
館
は
、
そ
の
国
の
文
化
の
歴
史
を
映
す
鏡
。

世
界
の
博
物
館
が
直
面
す
る
諸
問
題
。

博
物
館
の
あ
る
べ
き
姿
、
等
々
…
…
。

博
物
館
を
め
ぐ
る
課
題
が
京
都
で
討
議
さ
れ
る
。
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ら
藝
大
の
教
育
現
場
に
助
教
授
と
し
て
移
り
、

当
初
、
教
育
者
と
し
て
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か

と
漠
然
と
勤
め
は
じ
め
ま
し
た
が
、
徐
々
に
研

究
室
に
入
っ
て
く
る
多
様
な
学
生
た
ち
の
面
白

さ
に
気
づ
き
、
一
緒
に
何
か
面
白
い
研
究
が
で

き
な
い
か
と
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
と
い

う
制
度
の
中
で
重
要
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
、
そ

の
専
門
性
も
当
然
大
切
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
専
門
性
を
活
か
す
意
味
で
身
に
な
る
教
養

を
幅
広
く
持
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
社
会

に
出
れ
ば
否
応
な
く
突
き
当
た
る
矛
盾
と
不
条

理
な
人
間
関
係
そ
し
て
社
会
環
境
を
い
か
に
引

き
受
け
自
己
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
、
そ
れ
を
救
う
の
は
や
は
り
そ
の
人
が
身

に
つ
け
た
豊
か
な
教
養
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
教
養
を

先
導
す
る
の
は
知
的
好

奇
心
で
す
。
私
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
基
軸
に

学
生
と
向
き
合
う
よ
う

に
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
校
時
代

か
ら
藤ふ
じ
た
つ
ぐ
は
る

田
嗣
治

（
一
八
八
六
〜

一
九
六
八
）
の

絵
に
注
目
し
て

き
ま
し
た
。
藤

田
の
「
素
晴
ら

し
い
乳
白
色
の

地
塗
り
」
に
秘

密
は
あ
る
の
か

否
か
、
も
と
も

と
そ
ん
な
も
の

は
な
く
、
た
だ

の
神
話
だ
、
と

も
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
、
藤
田
は
生
涯

納
得
さ
せ
る
よ
う
な
答
え
を
誰
に
も
言
わ
ず

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年

に
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み

行
っ
た
パ
リ
日
本
館
に
あ
る
壁
画
修
復
に
お
い

て
絵
具
の
分
析
の
結
果
か
ら
想
い
も
よ
ら
な
い

「
タ
ル
ク
」
と
い
う
物
質
が
検
出
さ
れ
て
、
藤

田
は
そ
の
こ
と
を
秘
密
に
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
他

に
も
美
し
い
乳
白
色
に
す
る
工
夫
が
い
く
つ
も

見
出
さ
れ
て
、
分
か
る
と
な
る
ほ
ど
と
納
得
す

る
こ
と
ば
か
り
、
修
復
の
立
場
か
ら
し
か
分
か

ら
な
か
っ
た
私
の
記
憶
に
残
る
大
き
な
発
見
で

し
た
。
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
「
藤
田
嗣
治
の

絵
画
技
法
に
迫
る
:
修
復
現
場
か
ら
の
報
告
」

（
共
著　

東
京
藝
術
大
学
出
版
会
）
を
ご
参
照

下
さ
い
。

　

修
復
と
い
う
職
業
は
ど
う
し
て
も
地
味
で
暗

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
華
や
か
な
美
術
館
、
博
物
館
の
舞
台
裏

を
支
え
る
裏
方
仕
事
と
見
ら
れ
が
ち
で
す
。
実

際
そ
う
な
の
で
す
が
、
若
い
頃
の
自
分
自
身
を

振
り
返
っ
て
み
て
も
、
表
に
出
る
こ
と
が
あ
ま

り
得
意
で
は
な
く
、
で
き
れ
ば
部
屋
の
片
隅
で

好
き
な
こ
と
に
手
を
動
か
し
て
さ
え
い
れ
ば
そ

れ
だ
け
で
大
満
足
す
る
性
格
で
し
た
。し
か
し
、

修
復
の
世
界
に
入
っ
て
、
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と

は
、
人
間
の
関
係
性
を
避
け
て
生
き
て
は
い
け

な
い
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
。
自
分
と
は
社

会
の
関
係
性
の
中
で
し
か
確
か
な
自
分
で
あ
り

続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
こ
の

世
界
に
携
わ
っ
て
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
文

化
財
修
復
を
ど
の
よ
う
に
社
会
性
を
持
た
せ
て

広
げ
て
い
っ
た
ら
良
い
の
か
、
そ
こ
で
思
い
つ

い
た
の
が
「
サ
ン
マ
の
会
」
で

す
。
創
形
美
術
学
校
修
復
研
究

所
時
代
の
忘
年
会
「
鮭
祭
」
に

ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た
。
文
化
財

保
存
に
関
わ
る
関
係
者
や
藝
大

関
係
者
、
さ
ら
に
専
門
領
域
を

越
え
て
幅
広
く
声
を
か
け
て
み

ま
し
た
。
徐
々
に
賛
同
者
が
増

え
て
、
開
催
は
十
五
回
を
数
え

ま
し
た
。
昨
年
十
月
に
行
っ
た

会
で
は
、
サ
ン
マ
四
〇
〇
匹
を

焼
き
、
参
加
者
は
三
〇
〇
名
を

越
え
ま
し
た
。
屋
外
で
焼
く
サ

ン
マ
の
煙
は
モ
ウ
モ
ウ
と
会
場

に
立
ち
込
め
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
し
て
、
一

夜
の
楽
し
い
親
睦
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
最
初
の
こ
ろ
か

ら
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

勤
賞
の
宮
田
亮
平
文
化
庁
長

官
、
文
化
財
保
護
・
芸

術
研
究
助
成
財
団
の

職
員
の
み
な
さ
ま
、

同
時
に
、
こ
れ
ま

で
煙
に
燻
さ
れ

な
が
ら
文
句
も

言
わ
ず
サ
ン

マ
を
焼
い
て

く
れ
た
学
生

た
ち
、
こ
の

場
を
お
借
り

し
て
、
深
く

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
と
ま
り

の
悪
い
文
章
に

な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
こ
と
、
お
許

し
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
か
し
こ
を
見
わ
た
せ
ば
、
損
得
ば
か
り

を
計
算
し
て
う
ご
め
く
人
間
社
会
が
見
え
て
き

ま
す
し
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
れ
ば
、
大
国
同
士
の

争
い
ご
と
も
絶
え
る
こ
と
な
く
連
鎖
し
て
い
ま

す
。
一
体
い
つ
に
な
っ
た
ら
健
全
な
社
会
が
お

と
ず
れ
る
の
か
、
全
く
も
っ
て
期
待
で
き
な
い

現
在
の
社
会
情
況
で
す
。

　

し
か
し
、
文
化
遺
産
の
中
に
ひ
と
た
び
入
る

と
、
過
去
に
残
し
た
芸
術
作
品
が
、
そ
ん
な
社

会
と
は
無
関
係
に
生
き
生
き
と
し
て
光
を
放
ち

輝
く
様
子
に
出
会
い
ま
す
。
人
間
社
会
の
醜み
に
くい

争
い
ご
と
か
ら
見
事
に
離
れ
て
自
ら
充
足
し
て

い
る
作
品
の
姿
に
深
く
心
を
動
か
さ
れ
た
こ
と

は
た
び
た
び
で
す
。
私
は
修
復
屋
で
す
か
ら
、

古
び
て
劣
化
し
損
傷
し
た
作
品
を
取
り
扱
い
ま

す
。
い
く
ら
経
験
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
も
中

に
は
製
作
当
初
の
状
態
が
ま
る
で
見
当
も
つ
か

ぬ
ほ
ど
傷
ん
で
修
復
作
業
で
手
を
つ
け
る
の
も

恐
い
く
ら
い
の
作
品
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
時

に
は
「
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
、
さ

わ
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
」
と
言
う
作

品
に
出
く
わ
す
こ
と
も
あ
り
、
だ
か
ら
と
言
っ

て
強
行
突
破
は
で
き
ま
せ
ん
。
無
理
す
る
と
逆

に
作
品
を
傷
め
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
冷
や
汗

し
な
が
ら
進
め
る
神
経
戦
は
ス
ト
レ
ス
そ
の
も

の
で
す
。
一
方
で
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
解
決
が

見
え
た
と
き
、
そ
し
て
、
作
品
が
本
来
持
っ
て

い
る
魅
力
が
顔
を
出
し
回
復
で
き
る
と
確
信
し

た
と
き
、
そ
の
時
の
喜
び
は
修
復
を
担
当
し
た

者
に
と
っ
て
「
修
復
者
冥
利
に
つ
き
る
」
か
け

が
え
の
な
い
一
瞬
だ
と
言
え
ま
す
。
そ
ん
な
体

験
を
重
ね
て
、
文
化
財
修
復
は
実
に
面
白
い
職

業
だ
と
思
っ
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
言

い
忘
れ
ま
し
た
が
、
私
の
専
門
は
大
学
院
の
文

化
財
保
存
修
復
領
域
で
主
に
油
画
修
復
に
た
ず

さ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
度
で
東
京
藝
術
大
学
を
退
任
い
た

し
ま
す
。
在
職
十
七
年
間
と
な
り
ま
す
。
修
復

の
世
界
に
入
る
前
、
絵
描
き
に
な
ろ
う
と
思
い

立
ち
北
海
道
か
ら
上
京
し
て
き
ま
し
た
。
浪
人

時
代
、
受
験
勉
強
の
た
め
に
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
と

も
言
え
る
よ
う
な
使
い
方
で
受
験
用
の
油
絵
を

急
ご
し
ら
え
で
描
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

使
う
画
材
の
組
成
や
油
絵
本
来
の
適
切
な
使

用
方
法
を
知
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、

油
絵
本
来
の
使
い
方
が
あ
る
は
ず
だ

と
、
当
時
そ
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
た
唯
一
の
学
校
で
あ
る
国
立
市
（
現

在
、
西
池
袋
）
に
あ
っ
た
創そ
う
け
い形
美
術
学

校
に
将
来
を
賭
け
て
み
ま
し
た
。
は

ば
か
ら
ず
言
え
ば
、
当
時
の
創
形
美

術
学
校
は
私
の
好
奇
心
を
十
分
満
た

し
て
く
れ
る
だ
け
の
内
容
を
持
ち
、

魅
力
的
な
学
校
で
し
た
。
新
設
さ
れ
て
間
も
な

い
学
校
で
し
た
か
ら
、
先
生
た
ち
の
試
行
錯
誤

と
そ
れ
に
学
生
も
加
わ
っ
て
両
者
無
我
夢
中
の

熱
い
時
代
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
さ

に
そ
の
時
の
活い

き
た
体
験
が
確
実
に
現
在
の
私

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
創
形
美
術
学
校
で
出

会
っ
た
黄
金
背
景
テ
ン
ペ
ラ
画
は
、
そ
の
時
と

り
つ
か
れ
て
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
し
た
。

　

修
復
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
途
端
、
そ

の
手
仕
事
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
深
み
に
は
ま

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
創
形
美
術

学
校
修
復
研
究
所
）。
当
時
、
日
本
経
済
は
バ

ブ
ル
真
っ
た
だ
中
で
、
全
国
の
地
方
都
市
に
美

術
館
博
物
館
が
怒ど
と
う濤
の
よ
う
に
建
設
さ
れ
る

と
い
う
時
代
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
地
方
に
埋
も

れ
て
い
た
貴
重
な
美
術
作
品
が
次
々
に
見
出
さ

れ
、
傷
ん
で
修
復
が
必
要
な
作
品
は
次
々
に
修

復
工
房
へ
持
ち
込
ま
れ
て
盛
ん
に
修
復
が
行
わ

れ
た
時
代
で
し
た
。

　

日
本
に
お
い
て
も
修
復
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
起

源
に
そ
の
理
念
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
文
化
財
を
後
世
に
残
す
た
め
の
理
念
は
、

修
復
に
携
わ
り
は
じ
め
た
私
に
と
っ
て
、
人
間

の
知
的
な
工
夫
が
幾
重
に
も
織
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
、
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

こ
こ
で
修
復
の
面
白
さ
を
も
う
一
つ
挙
げ
ま

す
。
時
に
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
ま
っ
た
く
通

用
し
な
い
、
さ
ら
に
修
復
の
完
成
が
ま
っ
た
く

予
想
で
き
な
い
重
症
作
品
に
出
く
わ
し
た
時
で

す
。
最
初
は
手
の
打
ち
よ
う
が
な
く
作
品
の
前

で
た
だ
た
だ
立
ち
尽
く
し
て
ば
か
り
で
一
歩
も

前
に
進
め
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
が
、
仲
間
と
と
も
に
チ
ー
ム
を
組

み
、
全
員
の
創
意
工
夫
で
無
理
と
思
わ
れ
た
作

品
を
高
い
完
成
度
で
乗
り
切
っ
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
チ
ー
ム
を
組
ま
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ

た
高
い
完
成
度
は
、
一
人
だ
け
で
は
味
わ
え
な

い
格
別
の
喜
び
を
そ
の
時
仲
間
と
と
も
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
体
験
に
よ
っ
て
、

修
復
の
面
白
さ
と
は
、
一
人
単
独
で
行
う
よ
り

も
、
知
恵
を
出
し
合
う
共
同
修
復
の
中
に
あ
る

と
腑
に
落
ち
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
二
年
、
二
十
年
勤
め
た
修
復
現
場
か

研究室で行っている共同修復作業

研究室で行った藤田嗣治作「舞踏会の前」の修復

第15回「サンマ
の会」の集合写
真。楽しい親睦
会となる

ミレー作「種をまく人」を修復する筆者

藤田嗣治作「舞踏会の前」を修復する
筆者

筆者による黄金背景テンペラ画の模
写（フラ・アンジェリコ作「リナイ
ウォーリー祭壇画」）

東
京
藝
術
大
学
美
術
研
究
科

教
授（
文
化
財
保
存
学
）

木
島 

隆
康

（
き
じ
ま
・
た
か
や
す
）

筆
者
略
歴

一
九
五
一
年
北
海
道
生
ま
れ
。
七
十
七
年
創
形
美
術
学
校
研
究

科
造
形
課
程
修
了
。
八
十
年
創
形
美
術
学
校
修
復
研
究
所（
後

に
有
限
会
社
修
復
研
究
所
21
と
な
る
）
に
入
所
。
現
在
、
東
京

藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
教
授（
文
化
財
保
存
学
保
存
修

復
油
画
専
攻
）。
主
に
油
彩
画
修
復
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、

黄
金
背
景
テ
ン
ペ
ラ
画
と
言
わ
れ
る
古
典
絵
画
技
法
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
主
な
修
復
作
品
、
ミ
レ
ー
「
種
を
ま
く
人
」（
山

梨
県
立
美
術
館
蔵
）、
藤
田
嗣
治「
舞
踏
会
の
前
」（
大
原
美
術

館
蔵
）。
共
編
に「
藤
田
嗣
治
の
絵
画
技
法
に
迫
る
:
修
復
現

場
か
ら
の
報
告
」（
東
京
藝
術
大
学
出
版
会
）が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
に
、
文
化
財
保
存
修
復
学
会
か
ら
業
績
賞
、
学
会
賞
を
受
賞
。

文
化
財
は
人
類
に
と
っ
て
共
通
の
宝
も
の
。

し
か
し
、
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
経
年
に
よ
る
劣
化
。

そ
う
し
た
文
化
財
に
と
っ
て
救
い
の
主
と
も
言
え
る

修
復
の
第
一
人
者
が
語
る
自
伝
的
修
復
論
。

東
京
藝
術
大
学
文
化
財
保
存
修
復
油
画

研
究
室
を
ふ
り
か
え
っ
て

文
化
財
修
復
は
面
白
い

始
ま
り
は
絵
描
き
希
望
か
ら

藤
田
嗣
治
の
秘
密

技
法
の
解
明

修
復
の
世
界
に
入
り
込
む

大
学
制
度
の
中
に
入
る

親
睦
の
一
時
「
サ
ン
マ
の
会
」
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置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
地
震
時
に
お
け
る

天
井
仕
上
げ
材
の
損
傷
及
び
落
下
に
対
し
て
、

よ
り
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
、
天
井
材
の

下
地
及
び
小
屋
組
内
に
も
補
強
を
施
し
て
い

ま
す
。

　

❶
外
壁
の
解
体
は
手
作
業
で
行
い
、
当
て

木
を
し
な
が
ら
一
枚
一
枚
丁
寧
に
取
り
外
し

ま
し
た
。

　

❷
取
り
外
し
た
外
壁
材
は
同
じ
位
置
に
復

旧
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
約

一
万
枚
の
木
材
の
一
つ
一
つ
に
木
札
で
番
号
を

付
け
、
建
物
内
に
整
理
し
て
保
管
し
ま
し
た
。

　

❸
壁
内
部
に
補
強

用
合
板
を
張
っ
た
と

こ
ろ
。
こ
の
後
、
外

壁
材
も
元
の
位
置
に

復
旧
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
壁
の
塗
装

は
昭
和
六
十
二
年
の

移
築
・
復
原
時
の
調

査
結
果
に
基
づ
き
、

塗
装
を
施
し
ま
し
た
。

気
上
、
音
響
上
の

配
慮
を
払
っ
て
い

ま
す
。

　

❷
ホ
ー
ル
の
壁

面
や
床
を
二
重
に

し
て
、
そ
の
間
に

藁わ
ら

や
大お
が
く
ず

鋸
屑
を

充じ
ゅ
う
て
ん
填
し
て
遮
音

効
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

　
《
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
》
旧
奏
楽
堂
の
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
大
正
九
年
（
一
九
一
九
）

に
御
三
家
の
ひ
と
つ
紀
州
徳
川
家
第
十
六

に
な
り
ま
し
た
。
翌

六
十
三
年
に
は
、
日

本
最
古
の
洋
式
音
楽

ホ
ー
ル
と
し
て
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
以

来
、
旧
奏
楽
堂
は
、

「
生
き
た
文
化
財
」
と

し
て
、
建
物
の
公
開

の
ほ
か
、
演
奏
会
や

音
楽
資
料
の
展
示
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
《
ホ
ー
ル
》
旧
奏

楽
堂
の
設
計
者
は
、

明
治
時
代
を
代
表
す
る
建
築
家
・
山や
ま
ぐ
ち
は
ん
ろ
く

口
半
六

（
一
八
五
八
〜
一
九
〇
〇
）
と
久く
る留
正ま
さ
み
ち道

（
一
八
五
五
〜
一
九
一
四
）
で
あ
り
、
音
響
設

計
は
上う
え
は
ら
ろ
く
し
ろ
う

原
六
四
郎
（
一
八
四
八
〜
一
九
一
三
）

が
手
掛
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
物

に
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
技
術
的
な
面
に
お
い
て

以
下
の
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

❶
ホ
ー
ル
の
中
央
天
井
を
ヴ
ォ
ー
ル
ト
状

（
か
ま
ぼ
こ
型
）
に
高
く
し
て
、
視
覚
上
、
排

文
化
財
の
工
事
で
は
、
可
能
な
限
り
既
存
の

材
料
を
活
用
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
ま
す
。

こ
の
後
、
元
の
形
状
通
り
に
復
旧
し
て
い
ま

す
。

　

経
年
に
よ
り
外
観
や
設
備
が
老
朽
化
し
、

ま
た
、
十
分
な
耐
震
性
能
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
よ
り
休
館
し
、

平
成
二
十
七
年
十
二
月
よ
り
約
三
年
間
を
か

け
て
保
存
活
用
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
主

な
工
事
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
《
耐
震
補
強
工
事
》
利
用
者
の
安
全
を
確
保

す
る
上
で
必
要
な
耐
震
性
能
を
満
た
す
た
め

に
、
主
と
し
て
外
壁
の
内
部
へ
補
強
壁
を
設

　
《
保
存
修
理
工
事
》主
に
経
年
に
よ
る
劣
化
・

破
損
に
対
す
る
修
理
と
し
て
、
外
壁
塗
装
や

屋
根
漆
喰
の
塗
り
直
し
、
外
部
木
部
の
腐
朽

箇
所
や
硬
化
し
た
窓
ガ
ラ
ス
の
パ
テ
補
修
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

❶
正
面
玄
関
ポ
ー

チ
の
雨
腐
れ
に
よ
る

破
損
状
況
。

　

❷
補
修
用
の
新
し

い
材
料
を
加
工
し
て

い
る
と
こ
ろ
。

　

❸
破
損
し
て
い
た

部
分
を
新
し
い
材
料

で
継
い
だ
と
こ
ろ
。

ル
は
、
か
つ
て
瀧た
き
れ
ん
た
ろ
う

廉
太
郎
（
一
八
七
九

〜
一
九
〇
三
）
が
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、

山や
ま
だ
こ
う
さ
く

田
耕
筰
（
一
八
八
六
〜
一
九
六
五
）
が

歌
曲
を
歌
い
、
三み
う
ら
た
ま
き

浦
環
（
一
八
八
四
〜

一
九
四
六
）
が
日
本
人
に
よ
る
初
の
オ

ペ
ラ
公
演
で
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
由
緒

あ
る
舞
台
で
す
。

　

創
建
か
ら
八
十
年
近
く
経
過
し
た
昭
和

四
十
年
代
に
入
る
と
、
建
物
の
老
朽
化
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
校
舎
を
都
外
へ
移
設

す
る
構
想
が
持
ち
上
が
り
ま
す
が
、
昭
和

五
十
八
年
に
台
東
区
が
東
京
藝
術
大
学
か

ら
譲
り
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
は
、
現
在
の
地
へ

移
築
・
復
原
さ
れ
、
一
般
公
開
さ
れ
る
よ
う

　

こ
の
た
び
、
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
（
以

下
、
旧
奏
楽
堂
）
が
、
保
存
活
用
工
事
を
終

え
て
平
成
三
十
年
十
一
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

旧
奏
楽
堂
は
、
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

の
前
身
で
あ
る
東
京
音
楽
学
校
の
施
設
と
し

て
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
建
築
さ

れ
、
日
本
に
お
け
る
音
楽
教
育
の
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
二
階
の
音
楽
ホ
ー リニューアル・オープンした旧東京音楽学校奏楽堂

明治23年当時の東京音楽学校

奏楽堂ホール

藁を使って遮音効果を上げる

修理後のパイプオルガン

外壁の補強作業の様子。❶、❷、❸

保存活用工事を終
えたホール内部❶
と防音窓❷

正面玄関
ポーチの
工事。
❶、❷、❸

パイプを運び出
した後の様子

オルガン工房で
の作業の様子

正面右側の地にある
瀧廉太郎像

昭和62年、現在の上野
公園に移築後の外観

◎
旧
奏
楽
堂
に
つ
い
て

◎
旧
奏
楽
堂
の

特
徴

◎
保
存
活
用
工
事
に
つ
い
て

◎
結
び
に

台
東
区
文
化
産
業
観
光
部

副
参
事

吉
田 

美
弥
子

（
よ
し
だ
・
み
や
こ
）

重
要
文
化
財
・
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂

ー
旧ふ

る

く
て
新
し
い
奏
楽
堂
が
ふ
た
た
び
奏か

な

で
る
ー

　
《
整
備
活
用
工
事
》
本
工
事
後
も
、
文
化
財

的
価
値
を
維
持
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
前

提
に
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
工
事

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

❶
ホ
ー
ル
客
席
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
、

快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

❷
外
部
か
ら
の
騒
音
を
遮
音
す
る
た
め
、

ホ
ー
ル
客
席
側
に
防
音

窓
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
《
設
備
工
事
》
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
の
向
上

や
老
朽
化
し
た
設
備
機
器
を
更
新
す
る
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

約
五
年
半
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
旧
奏
楽
堂
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
文

化
・
芸
術
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
「
生
き
た
文
化
財
」
と
し
て
皆
様
に

愛
さ
れ
続
け
る
文
化
施
設
と
な
り
ま
す
よ
う
、

一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
当
主
で
あ
る
徳と
く
が
わ
よ
り
さ
だ

川
頼
貞
侯
（
一
八
九
二
〜

一
九
五
四
）
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
購
入
し
、
昭
和

三
年
（
一
九
二
八
）
に
東
京
音
楽
学
校
へ
寄
贈

し
た
も
の
で
あ
り
、
パ
イ
プ
の
数
は
一
三
七
九

本
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
珍
し
い
空
気
式
ア

ク
シ
ョ
ン
機
構
を
有
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
用
と

し
て
は
日
本
最
古
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
す
。

建
物
の
保
存
活
用
工
事
に
伴
い
、
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
を
解
体
・
搬
出

し
て
、
国
内
の
オ
ル
ガ

ン
工
房
で
修
理
を
行
い

ま
し
た
。

日
本
の
音
楽
教
育
の
黎れ

い
め
い明
期
を
支
え
た

旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
の

保
存
活
用
工
事
が
昨
年
の
秋
に
終
了
。

そ
の
模
様
を
報
告
…
…
。

●1

●1

●2

●2

●3

●3

●1

●1

●2

●2
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つ
か
ド
イ
ツ
で
こ
の
音
楽
を
学
び
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が

生
ま
れ
た
の
で
し
た
。

　

藝
大
卒
業
後
は
読
売
日
本
交
響
楽
団
に
三
年
間
在
籍
し
、

一
九
七
二
年
九
月
か
ら
一
年
間
の
留
学
が
認
め
ら
れ
て
、
念
願

の
ベ
ル
リ
ン
音
楽
大
学
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
教
授
に
師
事
す
る
事
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
留
学
が
自
分
に
と
っ
て
最
後
の
充
電
期
間
に
な
る
と

考
え
て
い
た
の
で
、
日
曜
日
以
外
は
学
校
の
チ
ュ
ー
バ
部
屋
の

「
主ぬ

し

」
状
態
で
練
習
に
明
け
暮
れ
る
日
々
で
し
た
。

　

あ
る
日
、
下
宿
の
大
家
さ
ん
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
教
授
か
ら
電
話

だ
と
飛
ん
で
来
ま
し
た
。

　
「
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
が
マ
ー
チ
の
録
音
を
す
る
の
で
教
会
に
楽

器
を
持
っ
て
行
き
な
さ
い
」

　

ド
イ
ツ
語
も
良
く
話
せ
な
い
の
に
、
カ
ラ
ヤ
ン
（
一
九
〇
八
〜

八
九
）
指
揮
の
録
音
に
参
加
で
き
た
の
は
最
高
の
思
い
出
で
す
。

　

留
学
し
て
四
カ
月
が
過
ぎ
た
頃
、
ケ
ル
ン
市
立
ギ
ュ
ル
ツ
ェ

ニ
ッ
ヒ
管
弦
楽
団
の
チ
ュ
ー
バ
奏
者
募
集
の
記
事
を
見
つ
け
、

教
授
に
受
け
た
い
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
は
歴
史
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
か
ら
、

オ
ペ
ラ
の
事
を
ま
だ
少
し
し
か
教
え
て
な
い
君
に
は
無
理
！
」
応

募
に
必
要
な
推
薦
状
も
書
け
な
い
と
返
答
。
私
も
粘
っ
て「
次
の

夏
に
は
帰
国
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ド
イ
ツ
・
オ
ケ
の
入
団

試
験
を
経
験
し
た
い
、
他
の
チ
ュ
ー
バ
奏
者
の
演
奏
も
聴
き
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

結
局
、
先
生
の
弟
子
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
居
た
の
で
、
推
薦

状
無
し
で
飛
び
入
り
受
験
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
と
同
様

に
ド
イ
ツ
で
も
チ
ュ
ー
バ
の
席
は
滅
多
に
空
か
な
い
た
め
、
多

数
の
応
募
者
が
あ
り
、
書
類
選
考
で
三
〇
名
に
絞
り
、
試
験
は

ソ
ロ
曲
か
ら
開
始
さ
れ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
オ
ペ
ラ
の
作
品
の

チ
ュ
ー
バ
パ
ー
ト
を
吹
か
さ
れ
る
う
ち
に
、
段
々
落
伍
者
が
増

え
、
最
終
に
残
っ
た
の
が
シ
カ
ゴ
か
ら
駆
け
付
け
た
ア
メ
リ
カ

人
と
私
だ
け
、
さ
ら
に
オ
ペ
ラ
の
重
要
な
箇
所
を
交
互
に
試
験

さ
れ
ま
し
た
。
団
員
か
ら
「
も
っ
と
弱
く
柔
ら
か
く
」「
こ
の
フ

レ
ー
ズ
は
一
息
で
」
と
か
要
求
さ
れ
、
入
団
試
験
の
厳
し
さ
を
体

感
し
ま
し
た
。
終
了
後
、
音
楽
監
督
の
G
・
ヴ
ァ
ン
ト
氏
が
私

に
「
お
め
で
と
う
」
と
握
手
、
団
員
達
が
お
祝
い
の
握
手
を
し
て

く
れ
て
も
、
半
信
半
疑
状
態
で
し
た
。

　

傑
作
だ
っ
た
の
が
、教
授
に
電
話
で
報
告
し
た
ら
、「
な
に
っ
！

本
当
か
？
」
と
、
い
つ
も
は
冷
静
な
先
生
が
非
常
に
興
奮
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
し
た
。

　

入
団
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
毎
月
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
演

奏
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
ケ
ル
ン
歌
劇
場
で
の

公
演
が
ほ
ぼ
毎
日
あ
り
、
演
目
も
変
わ
る
の
で
オ
ペ
ラ
経
験
の

な
い
私
は
必
死
で
練
習
す
る
だ
け
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
練
習

な
し
の
本
番
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
金
管
セ
ク
シ
ョ
ン
の
仲

間
は
本
当
に
親
切
に
教
え
て
く
れ
、
助
け
て
く
れ
、
そ
の
素
晴

ら
し
い
響
き
の
中
に
自
分
が
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
喜
び
は
、

苦
労
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

ケ
ル
ン
で
の
仕
事
に
も
慣
れ
た
頃
に
は
、
金
管
五
重
奏
団
を

結
成
、
ソ
ロ
活
動
、
R
・
シ
ュ
ー
マ
ン
（
一
八
一
〇
〜
五
六
）
音

大
講
師
等
、
仕
事
の
幅
も
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
は
チ
ュ
ー
バ
奏
者
が
二
人
い
た
の
で
、
他
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
か
ら
の
エ
キ
ス
ト
ラ
依
頼
も
多
か
っ
た
の
で
す
。

　

十
六
年
間
在
籍
し
て
永
住
ビ
ザ
も
得
て
、
恵
ま
れ
た
環
境
で

し
た
が
、悩
み
悩
ん
だ
結
果
、日
本
へ
の
帰
国
を
決
心
し
ま
し
た
。

　

仲
間
は
引
き
留
め
て
く
れ
て
「
お
前
の
席
は
二
年
間
空
け
て
置

く
か
ら
い
つ
で
も
戻
っ
て
来
い
」と
有
難
い
言
葉
も
頂
き
ま
し
た
。

　

一
九
八
九
年
九
月
に
帰
国
、
洗
足
学
園
、
国
立
音
大
、
藝
大

で
非
常
勤
講
師
、
古
巣
の
読
響
の
企
画
を
任
さ
れ
る
等
、
仕
事

も
順
調
で
ケ
ル
ン
の
仲
間
に
は
安
心
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

一
九
九
五
年
に
藝
大
常
勤
教
官
に
な
り
、
チ
ュ
ー
バ
専
攻
生
、

室
内
楽
、
途
中
か
ら
吹
奏
楽
も
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
私
の

体
験
、
経
験
を
伝
え
る
場
を
多
く
持
て
た
の
は
幸
せ
で
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
の

私
の
退
任
コ
ン

サ
ー
ト
の
折
に
は

総
勢
六
十
五
人
の

生
徒
た
ち
が
、
楽

器
を
持
っ
て
藝
大

の
奏
楽
堂
の
舞
台

で
低
音
楽
器
を
響

か
せ
て
く
れ
涙
、

感
謝
、
涙
。

　

聴
き
に
来
て

く
れ
た
お
客
様

た
ち
か
ら
初
め
て

チ
ュ
ー
バ
を
聞
き

ま
し
た
と
い
う
感

想
が
多
く
あ
り
ま

し
た
！
！

　

チ
ュ
ー
バ
は
、
ラ
テ
ン
語
で
「
管
」
と
い
う
意
味
で
、
ロ
ー
マ

時
代
に
は
既
に
楽
器
の
名
称
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
現
在
の
低
音
金
管
楽
器
「
チ
ュ
ー
バ
」
は
、
十
九
世
紀
中

頃
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
登
場
し
て
か
ら

の
歴
史
は
ま
だ
浅
い
の
で
す
。

　

チ
ュ
ー
バ
に
大
変
興
味
を
示
し
た
ド
イ
ツ
の
作
曲
家

R
.
ワ
ー
グ
ナ
ー
（
一
八
一
三
〜
八
三
）
は
、
一
八
四
五
年
ド
レ

ス
デ
ン
歌
劇
場
で
初
演
し
た
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
の
中
に
こ
の
楽

器
を
用
い
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
ペ
ラ
を
聴
き
に
来
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
ベ
ル

リ
オ
ー
ズ
（
一
八
〇
三
〜
六
九
）
は
、
チ
ュ
ー
バ
の
音
色
に
大
変

感
動
し
て
、
後
に
自
分
の
作
品
の
中
に
も
多
く
取
り
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
そ
の
後
の
楽
劇
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」
で
は

重
要
な
テ
ー
マ
を
チ
ュ
ー
バ
に
要
求
す
る
等
、
頻
繁
に
こ
の
楽

器
を
用
い
て
い
ま
す
。
チ
ュ
ー
バ
奏
者
に
と
っ
て
は
ワ
ー
グ
ナ
ー

の
作
品
を
演
奏
す
る
際
は
、
特
別
の
技
術
と
、
表
現
力
が
要
求

さ
れ
る
の
で
、
演
奏
後
は
達
成
感
、
高
揚
感
と
い
う
か
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
が
出
て
く
る
の
を
感
じ
ま
す
。

　

他
の
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
（
一
八
二
四
〜
九
六
）、
マ
ー
ラ
ー

（
一
八
六
〇
〜
一
九
一
一
）、
R
.
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
（
一
八
六
四
〜

一
九
四
九
）
等
の
後
期
ロ
マ
ン
派
作
曲
家
、
ま
た
、
ス
ト
ラ
ビ
ン

ス
キ
ー
（
一
八
八
二
〜
一
九
七
一
）
等
の
近
代
作
曲
家
の
作
品
で

も
チ
ュ
ー
バ
は
重
要
な
役
割
を
担に

な

っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
残
念

な
が
ら
、
チ
ュ
ー
バ
は
他
の
金
管
楽
器
に
比
べ
る
と
世
間
の
認

知
度
は
低
い
の
が
現
実
で
す
。

　

そ
も
そ
も
私
が
チ
ュ
ー
バ
を
始
め
た
の
は
、
二
歳
年
上
の
兄

が
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
で
ホ
ル
ン
を
吹
い
て
い
て
、
何
の
知
識

も
な
い
ま
ま
入
学
し
た
私
に
、
チ
ュ
ー
バ

の
パ
ー
ト
が
空
い
て
い
る
か
ら
と
半な

か

ば
強

引
に
入
部
さ
せ
ら
れ
て
、
与
え
ら
れ
た
楽

器
は
チ
ェ
コ
製
で
、
古
く
て
カ
ビ
臭
く
音

も
全
く
出
な
い
代
物
だ
っ
た
の
で
、
水
洗

い
し
、
真
鍮
磨
き
で
ピ
カ
ピ
カ
に
、
ピ
ス

ト
ン
に
は
油
を
注
し
、
な
ん
と
か
使
え
る

状
態
に
し
た
ら
、
そ
れ
ら
し
い
音
が
出
て

感
動
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

吹
き
方
は
兄
に
習
い
、
毎
日
、
た
だ
た

だ
、
マ
ー
チ
の
リ
ズ
ム
を
練
習
、
そ
の
後

で
合
奏
す
る
と
い
う
地
味
な
部
活
動
で
し

た
。
吹
奏
楽
の
盛
ん
な
高
校
に
入
っ
て
か

ら
も
チ
ュ
ー
バ
一
筋
、
演
奏
す
る
曲
の
レ

ベ
ル
は
高
く
な
り
、
学
校
行
事
で
演
奏
す

る
機
会
も
増
え
、
益
々
吹
く
事
が
面
白
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
頃「
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

に
も
所
属
。こ
の
団
体
は
毎
日
曜
日
に
当
時
の
大
阪
音
大
の
ホ
ー

ル
を
借
り
て
練
習
し
て
い
た
の
で
、
管
楽
器
や
弦
楽
器
の
足
り

な
い
パ
ー
ト
に
は
音
大
の
学
生
さ
ん
達
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
、

指
揮
台
に
は
朝
比
奈
隆
先
生
（
一
九
〇
八
〜
二
〇
〇
一
）
が
た
び

た
び
立
た
れ
、
本
格
的
な
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
こ

こ
で
管
弦
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
た
私
は
、
高
校
三
年
生

の
進
路
を
決
め
る
時
に
は
、
建
築
士
の
父
親
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
東
京
藝
術
大
学
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
京
文
化
会
館
で
初
め
て
生
の
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
演
奏
を

聴
い
て
衝
撃
を
受
け
た
の
が
、
藝
大
三
年
生
の
時
、
こ
の
時
い

チ
ュ
ー
バ
と

　二
人
三
脚
で
歩
ん
だ

　
　
　
　
　
　音
楽
人
生

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
上
段
右
に
鎮
座
す
る

巨
大
な
金
管
楽
器—

チ
ュ
ー
バ
。

そ
の
演
奏
の
第
一
人
者
が
語
る

チ
ュ
ー
バ
が
決
め
た
我
が
人
生
。

筆
者
略
歴

一
九
四
五
年
広
島
県
生
ま
れ
。
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
卒
。

読
売
日
本
交
響
楽
団
を
経
て
渡
独
。
一
九
七
二
年
ベ
ル
リ
ン
音

楽
大
学
に
留
学
。
在
学
中
、
ケ
ル
ン
市
立
ギ
ュ
ル
ツ
ェ
ニ
ッ
ヒ

管
弦
楽
団
に
入
団
。
以
後
、
十
六
年
間
に
わ
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
演
奏
活
動
を
続
け
る
。
一
九
八
九
年
に
帰
国
。
東
京
藝
術
大

学
教
授
を
経
て
、
現
在
、
日
本
大
学
芸
術
学
部
音
楽
学
科
及
び

尚
美
学
園
の
非
常
勤
講
師
。
藝
大
名
誉
教
授
と
し
て
後
進
の
育

成
に
力
を
そ
そ
い
で
い
る
。

高校一年生。チューバと共に（1961年）

ベルリン音楽大学のチューバ部屋でヒロニムス・エンゲルス
先生と（1972年）

ドイツ、マルクノイキルヒェン国際音楽コンクール審査員たちと
世界一大きなチューバの前で（左より2人目本人）

ケルン市立ギュルツェニッヒ管弦楽団に入団まもない頃。トロ
ンボーン・セクションと歌劇場のオーケストラピットで

世界一大きなチューバを吹く

ユネスコ世界遺産にも登録されたケルン大聖
堂のドーム完成百年記念の祭典で当時の衣装
で。左は現在ベルリンフィルのトロンボーン
奏者であるC・ゲッセリング氏（1980年）

東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授

稲
川 

榮
一

（
い
な
が
わ
・
え
い
い
ち
）

私
と
チ
ュ
ー
バ
の
出
会
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
活
動

修
行
時
代
の
思
い
出

そ
し
て
、
今
…
…

チ
ュ
ー
バ
に
魅
せ
ら
れ
た
作
曲
家
た
ち
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遥
か
な
る
貴
陽
市

　

第
14
回
日
中
韓
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、昨
年

九
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
日
程
で
、中
国
貴

州
省
の
省
都
・
貴
陽
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
貴
陽
市
ま
で
は
遠
く
、朝
、羽
田
空
港

か
ら
九
時
の
便
で
北
京
に
入
り
、貴き

よ
う
り
ゅ
う
と
う
ほ
う

陽
龍
洞
堡
国

際
空
港
に
到
着
し
た
の
は
、夕
方
の
六
時
を
ま
わ
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

空
港
で
ち
ょっ
と
驚
い
た
の
は
、熊
本
県
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
で
知
ら
れ
る「
く
ま
モ
ン
」に
出
迎
え
ら
れ

た
こ
と
で
す
。
そ
の
シ
ョッ
プ
は
ク
ロ
ー
ズ
状
態
だ
っ

た
の
で
、何
の
お
店
だ
っ
た
の
か
、わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

貴
陽
市
と
ソ
ウ
ル
と
の
間
に
は
直
行
便
が
あ
り

ま
す
が
、こ
の
日
、韓
国
代
表
団
の
到
着
は
夜
、十

時
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

　

例
年
で
す
と
、代
表
団
の
到
着
日
に
歓
迎
会
が

開
か
れ
る
の
で
す
が
、こ
う
し
た
事
情
で
歓
迎
会
は

翌
日
。
森
に
つ
つ
ま
れ
た
宿
舎
の
花
渓
迎
賓
館
は
、

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
と
虫
の
鳴
き
声
に
つ
つ
ま
れ

て
夜
は
更ふ

け
て
ゆ
き
ま
し
た
。

貴
州
省
は
様
々
な
民
族
の
顔
を
持
つ

　

九
月
十
五
日
晴
。
歓
迎
会
は
夕
刻
と
い
う
こ
と

で
、九
時
半
に
迎
賓
館
を
出
発
し
、貴
陽
市
の
中
心

へ
。
貴
州
省
は
二
十
三
あ
る
中
国
の
省
の
中
で
も
、

貧
し
い
省
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ゆ

え
貧
困
か
ら
の
脱
出
が
現
在
、こ
の
省

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。案
内
さ
れ
た
貴
州
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

総
合
試
験
区
展
示
セ
ン
タ
ー
や
貴
陽

城
郷
計
画
展
覧
館
は
、そ
う
し
た
努

力
の
成
果
の
一つ
で
し
た
。A
I
、I
T

の
技
術
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た
展

開
に
一
同
、感
心
し
た
次
第
で
す
。

　

見
学
終
了
後
、貴
州
料
理
の
名
店

で
昼
食
。
唐
辛
子
と
酸
味
の
き
い
た

味
が
こ
こ
の
特
徴
で
し
ょ
う
。
結
構
、

刺
激
的
で
も
あ
り
、美
味
で
し
た
。

　

午
後
は
貴
州
省
博
物
館
へ
。
中
国

は
他
民
族
国
家
で
す
。
中
で
も
貴
州

省
は
、そ
の
典
型
で
、多
数
派
の
漢
民

族
の
他
に
ミ
ャ
オ
族
を
は
じ
め
、プ
イ
族
、ト
ン
族
、

ト
ウ
チ
ャ
族
な
ど
の
少
数
民
族
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
そ
の
比
率
は
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
で
し
ょ
う

か
。当
然
、政
治
、経
済
、文
化
な
ど
の
面
に
お
い
て

も
、そ
う
し
た
影
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
は

当
然
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

博
物
館
に
は
、少
数
民
族
に
関
す
る
資
料
が
豊

富
に
展
示
さ
れ
て
い
て
、貴
州
省
の
多
面
性
の
理
解

の一助
に
な
って
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
前
夜

　

宿
舎
の
花
渓
迎
賓
館
に
戻
り
、休
憩
し
た
の
ち
、

午
後
五
時
半
よ
り
、貴
州
省
人
民
代
表
大
会
常
務

委
員
会
元
副
主
任
の
傅で

ん
で
ん
よ
う

伝
耀
氏
と
会
見
。こ
の
席

で
日
中
韓
の
代
表
団
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
、「
茶
文
化
の
潜

在
力
を
掘
り
出
し
、運
命
共
同
体
の
構
築
に
寄
与

す
る
」と
い
う
も
の
。

　

そ
の
た
め
、日
本
代
表
団
は
、当
財
団
の
宮
廻

正
明
理
事
長
を
委
員
長
に
元
ユ
ネ
ス
コ
大
使
、カ

ナ
ダ
大
使
の
門も

ん
じ
け
ん
じ
ろ
う

司
健
次
郎
氏
、㈱
伊
藤
園
専
務
の

社や
し
ろ
み
つ
お

三
雄
氏
、そ
し
て
東
京

藝
術
大
学
の
佐さ

と
う
ど
う
し
ん

藤
道
信

教
授
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、総
勢
七
名
。韓
国
代

表
団
は
鄭

 
チ
ョ
ン・
グ
ジ
ョ
ン

求
宗
委
員
長

以
下
八
名
。そ
し
て
ホ
ス

ト
国
の
中
国
は
中
国
人
民

対
外
友
好
協
会
の
林り

ん
こ
う恰

副
会
長
を
委
員
長
に
七

名
。貴
州
省
か
ら
は
前
記

の
傅
氏
以
下
六
名
の
先
生

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
宴
は
和わ

き
あ
い
あ
い

気
藹
々

と
進
ん
だ
の
は
、よ
い
の

で
す
が
、
中
央
政
府
か

ら
の
お
達
し
と
か
で
、

ア
ル
コ
ー
ル
類
は
一
切
出

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

貴
州
省
自
慢
の
茅マ

オ
タ
イ
し
ゅ

台
酒
も
出
な
い
わ
け
で
す
か

ら
、正
直
な
と
こ
ろ
驚
き
と
と
も
に
不
満
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
で
は
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
許
し
を
得
て
、「
酒
サ
ム
ラ
イ
」
を
名
乗
る
日

本
酒
の
研
究
家
で
も
あ
る
門
司
氏
が
日
本
か
ら
持

参
し
た
日
本
酒
を
出
し
た
と
こ
ろ
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の

前
夜
祭

0

0

0

は
大
い
に
意
気
が
上
が
っ
た
次
第
で
し
た
。

何
が
話
し
合
わ
れ
た
の
か

　

九
月
十
六
日
。
午
前
九
時
、貴
陽
孔
学
堂
へ
。こ

こ
は
総
合
文
化
施
設
地
域
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

午
前
九
時
半
よ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
幕
。
冒
頭
、

地
元
の
児
童
合
唱
団
が
、今
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の「
会

歌
」と
な
っ
た「
わ
た
し
は
未
来
」を
三
ヵ
国
の
言
葉

で
美
し
く
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

　

日
中
韓
三
ヵ
国
の
委
員
長
の
挨
拶
で
は
、い
ず

れ
も
嗜
好
品
と
し
て
、豊
作
物
と
し
て
の「
茶
」の

優
越
性
を
語
っ
た
あ
と
、飲
茶
の
風
習
が
昇
華
し
て

「
茶
道
」
と
い
う
文
化
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
評
価
、

そ
し
て
茶
は
、文
化
、友
好
の
潤
滑
油
と
結
論
づ
け

た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

専
門
家
の
講
演
は
、ま
ず
、中
国
廈ア

モ
イ門

博
物
館

副
館
長
の
陳ち

ん
え
ん
え
い

娟
英
氏
が
日
、中
、韓
に
お
け
る
茶
文

化
の
特
徴
を
語
り
、さ
ら
に
日
本
で
も
関
心
の
高
い

曜
変
天
目
茶
碗
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る
な
ど
、茶

を
め
ぐ
る
多
岐
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
佐
藤
道
信
先
生
は「
岡
倉
天
心
の『
茶

の
本
』に
見
る
日
本
人
の
美
意
識
に
つい
て
」と
い
う

演
題
で
日
本
独
特
の
文
化
と
な
っ
た
茶
道
は
、い
か

に
し
て
生
ま
れ
た
か
、と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

韓
国
の
朴

パ
ク
・
ド
ン
チ
ュ
ン

東
春
・
東
ア
ジ
ア
茶
文
化
研
究
所
所

長
は
、「
宗
と
高
麗
と
の
茶
文
化
の
交
流
」
を
テ
ー

マ
に
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
茶
、茶
文
化
が
韓

国
内
で
い
か
に
定
着
し
、発
展
し
て
いっ
た
か
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
貴
州
省
茶
文
化
研
究
会
の
周

し
ゅ
う

開・
か
い
じ
ん迅

副

会
長
が
特
別
講
演
と
い
う
こ
と
で
、貴
州
省
に
お
け

る
茶
文
化
の
実
情
を
語
る
と
共
に
茶
産
業
の
発
展

を
も
っ
て
国
に
報
い
た
い
と
愛
国
心
を
吐と

ろ露
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
は
、会
場
を
奎け

い
ぶ
ん
か
く

文
閣
に
移
し
て
委
員
に
よ

る
討
論
会
。
会
場
は
学
者
の
書
庫
・
書
斎
と
いっ
た

感
じ
の
部
屋
で
し
た
。

　

中
日
友
好
協
会
副
秘
書
長
で
も
あ
る
朱し

ゅ
・
た
ん丹

氏

の
司
会
、進
行
で
始
ま
り
ま
し
た
。朱
氏
は
冒
頭
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
そ
の
重
要
性
も

増
し
て
い
る
、と
発
言
。談
論
風
発
。茶
を
め
ぐ
る
ア

ヘ
ン
戦
争
の
話
や

豊
臣
秀
吉
の
朝

鮮
出
兵
を
め
ぐ
る

陶
工
の
話
な
ど
幅

広
い
分
野
で
の
話

が
討
論
さ
れ
ま
し

た
。

　

門
司
委
員
は
外

交
官
と
し
て
の
立

場
か
ら
外
交
の
現

場
に
お
け
る
茶
の

効
用
を
、ま
た
社

委
員
は
、茶
を
中
心
と
す
る
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
当
事

者
と
し
て
製
品
開
発
の
苦
労
や
企
業
と
し
て
の
販
売

の
苦
労
等
に
つい
て
率
直
に
語
り
、訴
え
ま
し
た
。

　

討
論
会
の
し
め
く
く
り
的
発
言
と
し
て
、宮
廻
委

員
長
は
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
一
粒
の
茶
の
種
が

日
本
に
お
い
て「
茶
道
」と
い
う
世
界
公
認
の
文
化
を

生
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
「
烏う

さ撒
」と
は
、貴
州
省
威ウ

ィ
ー
ニ
ン寧

県
の
呼
称
と
の
こ

と
で
す
が
、こ
こ
に
伝
わ
る
烏
撒
焼
き
茶
と
よ
ば
れ

る
作
法
を
委
員
会
の
あ
と
に
見
学
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
無
事
終
了
。
中
国
茶
文
化
の
宝
と
い
わ
れ
る
茶

芸
シ
ョ
ー
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

松
下
功
先
生
の
訃
報

　

話
を
戻
し
ま
す
。「
わ
た
し
は
未
来
」を
歌
っ
た

男
女
五
〇
人
ほ
ど
の
児
童
合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
は
見

事
な
も
の
で
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て
休
憩
を
兼
ね
た
夕
食
の

席
に
訃
報
が
入
り
ま
し
た
。「
わ
た
し
は
未
来
」の

作
曲
者
で
あ
る
松
下
功
先
生
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
リ

ハ
ー
サ
ル
の
場
で
倒
れ
、帰
ら
ぬ
人
に
な
ら
れ
た
と
い

う
の
で
す
。

　

驚
き
と
悲
し
み
が
交
叉
し
て
何
と
も
言
え
ぬ
気

持
ち
に
陥
り
ま
し
た
が
、一
同
衷
心
よ
り
先
生
の
ご

冥
福
を
異
国
の
地
で
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夜
、八
時
か
ら
貴
陽
孔
学
堂
で
王
陽
明
の
生

涯
を
描
い
た
新
劇「
此

心
光
明
」¦
¦

わ
が
心
、

光
に
向
か
い
¦
¦

を
観

劇
。演
出
の
斬
新
さ
が

印
象
的
な
お
芝
居
だ

と
思
い
ま
し
た
。

台
風
の
余
波
の

中
で

　

九
月
十
七
日
。日
本

か
ら
西
へ
向
か
っ
た
台

風
22
号
が
、こ
の
日
、中

国
へ
上
陸
し
た

と
の
こ
と
。
そ

の
せ
い
で
し
ょ

う
。朝
か
ら
雨
、

風
共
に
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
強

かっ
た
の
で
す
。

　

朝
十
時
に
迎

賓
館
を
出
発
。

貧
困
脱
出
の
モ
デ
ル
村
と
い
う
こ
と
で
、小
河
湾
村

を
見
学
。民
宿
や
観
光
施
設
を
充
実
さ
せ
、現
金
収

入
の
増
加
を
図
って
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、残
念
な

が
ら
貧
困
か
ら
ど
う
い
う
努
力
で
、こ
の
村
は
脱
出

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
、い
ま一つ
理
解
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

昼
食
後
、花
渓
久く

あ
ん安

茶
園
へ
。茶
園
ま
で
の
山
道

は
狭
く
、途
中
、正
面
衝
突
事
故
を
目
撃
。

　

山
の
斜
面
を
切
り
開
い
た
茶
畑
は
手
入
れ
も
ゆ

き
届
い
て
お
り
、見
事
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、風

雨
強
い
中
で
の
見
学
は
き
つ
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。晴
天
な
ら
ば
美
し
い
風
景
を
堪
能
出
来
た
の
で

は
、と
思
う
と
残
念
で
し
た
。

　

貴
茶
会
社
と
の
交
流
と
い
う
こ
と
で
、茫
父
書
院

へ
。こ
の
建
物
は
中
国
的
感
覚
で
言
え
ば
小
さ
な

集
会
場
で
し
ょ
う
。

　

会
社
で
の
説
明
を
映
像
で
見
た
後
は
質
疑
応

答
。こ
こ
は
専
門
家
で
あ
る
社
委
員
に
お
ま
か
せ
で

し
た
。

　

こ
の
日
、韓
国
の
代
表
団
の
方
た
ち
は
、夜
の
十
一

時
五
〇
分
の
便
で
帰
国
の
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
。か

く
言
う
私
た
ち
日
本
代
表
団
も
翌
朝
五
時
半
に

迎
賓
館
を
出
発
。帰
国
の
途
に
つい
た
次
第
で
す
。

※　

※　

※

　

今
回
も「
日
中
韓
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
尊

敬
の
念
を
持
っ
て
、互
い
の
友
情
を
確
認
す
る
場
と

な
り
、恙
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

貴
陽
市
の
皆
さ
ま
、こ
の
た
び
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。ま
た
、中
韓
の
関
係
各
位
の
御
努
力

に
敬
意
を
表
す
と
共
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（写真・仙波志郎）

貴陽市の風景

貴州ビッグデータ総合
試験区展示センターの
前にて

貴州省に住む少数民族の紹介
（貴州省博物館にて）。民族衣
装はカラフルであり、デザイ
ンもユニーク

3ヵ国代表団勢ぞろい

挨拶する
宮廻委員長

韓国・朴東春氏の
講演

中国・陳娟英氏の
講演

岡倉天心を語る
佐藤道信教授

今回のフォーラムのエンブレムを背に「わたしは未来」を熱唱する児童合唱団の皆さん

中華人民共和国の西南部に位置する貴州省。
亜熱帯高原のこの地は「天に三日の晴れ無し」、
「地に三里の平地無し」と言われている。
茅台酒と茶で知られる省都・貴陽市で開催された
フォーラムの模様は……。

日中韓
文化交流フォーラム報告

第14回

財団専務理事  小宮 浩（こみや・ひろし）

フォーラム午前の部
を無事終えて。左よ
り宮廻正明、傅伝耀、
林恰、鄭求宗の各氏

休憩。まずは茶を一服。前列左より
權丙鉉（韓国）、宮廻委員長、筆者、
社三雄、仙波志郎参与、後列左より
門司健次郎、李康民（韓国）、丸山純一
事務局長の各氏

奎文閣を背に
して

カルスト地形が生んだ
特異な姿の山も貴州
省の特徴

貴茶会社との交流（茫父書院）

委員討論会の模様

カラフルな民族衣装を纏
まと

って
  くりひろげられる茶芸ショー

雨に煙る花渓久安茶園



保
護
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
文
化
庁
か

ら「
文
化
庁
創
立
五
十
周
年
記
念
表
彰
」を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
当
財
団
の
文
化
財
の
保
護
・
保
存
活

動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ

ま
方
の
お
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
山
画
伯
が
東
京
か
ら
鎌
倉
へ
居
を
移
し
た
の

は
、
一
九
七
二
年
の
こ
と
。
画
家
と
し
て
も
「
仏

教
伝
来
」
が
成
功
し
、
ま
た
、
被
爆
後
遺
症
に
よ

る
懸
案
だ
っ
た
健
康
も
回
復
し
て
仕
事
も
順
調
に

軌
道
に
乗
り
始
め
た
時
期
に
こ
の
作
品
は
描
か
れ

て
い
る
。

　

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
風
景
は
、
鎌
倉
に
近
い

三
浦
半
島
の
海
で
あ
ろ
う
か
。
波
静
か
な
磯
。
瀬

戸
内
海
で
生
ま

れ
、
育
っ
た
画
伯

に
と
っ
て
こ
の

海
は
故
郷
を
彷

彿
さ
せ
る
力
を

も
っ
て
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　

水
平
線
か
ら

昇
っ
た
旭
日
に

は
当
時
の
画
伯

■
国
際
協
力
助
成
事
業

　

研
究
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
審
査
の
上
、

次
の
と
お
り
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
重
点
助
成
事
業

⑴
東
日
本
大
震
災
被
災
文
化
財
復
旧
支
援
事
業

　

三
県
の
教
育
委
員
会
か
ら
推
薦
が
あ
り
、
審
査

の
上
、
次
の
と
お
り
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

⑵
尼
門
跡
寺
院
文
化
財
保
存
修
復
助
成
事
業

　

本
事
業
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
企
業
等
の
ご

支
援
を
受
け
て
毎
年
一
件
の
助
成
を
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
は
東
芝
プ

ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
得
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。（
平
成
三
十
年
度

未
定
）

⑶
松
尾
大
社
本
殿
等
保
存
修
復
支
援
事
業

　

松
尾
大
社
は
、
千
三
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
有

す
る
日
本
の
古
社
で
す
。
本
事
業
は「
松
尾
大
社
平

成
の
御
遷
宮
奉
賛
会
」の
呼
び
か
け
に
よ
る
ご
支

援
を
受
け
、
本
殿
等
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
修
復

事
業
を
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
、
平
成
三

〇
年
度
は
最
終
年
度
で
す
。

　

平
成
三
〇
年
度
は
、「
葵
殿
御
屋
根
銅
板
葺
替
」

他
十
三
件
、
七
千
万
円
の
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
平
成
三
十
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

敬
称
略　

順
不
同

☆
寄
付
金

○
文
化
財
保
存
修
復
・
芸
術
研
究
等
助
成
事
業
に

対
す
る
寄
付

ヤ
フ
ー 

ネ
ッ
ト
募
金（
2
0
1
名
様
）

文
化
財
保
存
修
復
支
援
カ
レ
ン
ダ
ー
募
金

（
公
財
）日
本
交
通
文
化
協
会

○
熊
本
地
震
被
災
文
化
財
救
援
・
修
復
支
援
事
業

に
対
す
る
寄
付

○
東
日
本
大
震
災
被
災
文
化
財
救
援
・
復
旧
支
援

事
業
に
対
す
る
寄
付

○
松
尾
大
社
本
殿
等
修
復
支
援
事
業
に
対
す
る
寄
付

平
成
の
御
遷
宮
奉
賛
会（
５
件
）

◎
熊
本
地
震
被
災
文
化
財
の
救
援
と
復
旧
の
た
め

の
募
金
の
お
願
い

　

一
昨
年
四
月
以
降
、
熊
本
県
を
中
心
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
文
化
財
の
救
援
・

復
旧
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
広
報
誌
に

お
い
て
ご
報
告
し
、
ま
た
、
被
害
状
況
等
に
つ
い

て
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

当
財
団
は
、
文
化
庁
及
び
熊
本
県
庁
は
じ
め
関

係
諸
機
関
と
協
力
し
、
被
災
文
化
財
の
救
援
・
復

旧
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

ま
だ
ま
だ
財
源
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

募
金
の
お
振
込
み
手
続
き
は
左
記
の
銀
行
振
込

又
は
郵
便
振
替
に
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

銀
行
振
込（
①
銀
行
名
②
口
座
番
号
③
名
義
）

　

① 

三
井
住
友
銀
行　

上
野
支
店

　

② 

普
通　

８
３
９
９
６
２
２

　

③（
公
財
）文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

※ 

銀
行
振
込
の
場
合
、
振
込
者
の
確
認
が
難
し
い

た
め
、
領
収
書
、
お
礼
状
の
発
行
等
の
必
要
上
、

財
団
事
務
局
に
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。  

　
（
電
話
：
〇
三
・
五
六
八
五
・
二
三
一
一
）

郵
便
振
替（
①
振
替
番
号
②
加
入
者
名
）

　

① 

0
0
1
6
0
・
5
・
1
2
3
1
9

　

②（
公
財
）文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

※
通
信
欄
に「
熊
本
地
震
」と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

◎
賛
助
会
員
ご
入
会
並
び
に
ご
寄
付
の
お
願
い

〈
賛
助
会
員
〉

　

当
財
団
で
は
、
財
団
の
活
動
趣
旨
に
ご
理
解
、

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
恒
常
的
に
ご
支
援
い
た
だ
け

る
法
人
、
個
人
の
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
会
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

法
人
正
会
員　

年
額（
1
口
）　

50
万
円

　

個
人
正
会
員　

年
額（
1
口
）　

1
万
円

　

維
持
会
員　
　

年
額（
1
口
）　

10
万
円

〈
ご
寄
付
〉

　

賛
助
会
員
の
他
に
、
ご
寄
付
も
随
時
受
付
け
て

お
り
ま
す
。
ご
寄
付
の
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
の
で
、
左
記
の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
細

は
当
財
団
事
務
局
又
は
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
。

平
成
三
十
年
度
助
成
事
業
の
採
択
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
助
成
事
業
の
申
請
、
採
択
状
況

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

■
文
化
財
保
存
修
復
助
成
事
業

　

二
十
七
都
府
県
の
教
育
委
員
会
か
ら
推
薦
が
あ

り
、審
査
の
上
、次
の
と
お
り
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

 　

 ■
芸
術
研
究
等
助
成
事
業

　

研
究
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
審
査
の
上
、

次
の
と
お
り
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

事
務
局
報
告

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
皆
様

お
願
い

東京藝術大学 味見純「和楽の美」公演

文化庁創立50周年記念表彰

修復された「大英寺本堂」（長野県
長野市）

平成29年度助成
真如寺

「仙寿院宮（理昌尼）
座像」（修理中）

申
請
数

採
択
数

決
定
金
額

美
術
工
芸

十
六

五

百
五
十
万
円

建
造
物

三
十
八

十
九

七
百
二
十
万
円

有
形
民
俗

六

三

百
万
円

そ
の
他

一

〇

─　

計

六
十
一

二
十
七

九
百
七
十
万
円

申
請
数
採
択
数

決
定
金
額

美
術
工
芸

一

一

百
九
十
万
円

建
造
物

十

九

千
六
百
万
円

計

十
一

十

千
七
百
九
十
万
円

申
請
数

採
択
数

決
定
金
額

十
四

十

三
百
八
十
万
円

申
請
数

採
択
数

決
定
金
額

十
一

八

三
百
九
十
万
円

⑴
銀
行
振
込
又
は
郵
便
振
替

　

銀
行
振
込
や
郵
便
振
替
で
も
ご
寄
付
を
受
付
け

て
お
り
ま
す
。

（
銀
行
振
込
）

　

○
三
井
住
友
銀
行　

上
野
支
店

　
　

普
通 

6
6
1
5
5
0
0

　

○
み
ず
ほ
銀
行　

上
野
支
店

　
　

普
通 

4
4
7
8
5
7
6

　

○
三
菱
U
F
J
銀
行　

上
野
中
央
支
店

　
　

普
通 

0
7
9
6
3
8
4

（
郵
便
局
か
ら
振
込
み
）　

　

○
郵
便
振
替

　
　

0
0
1
6
0
・
5
・
1
2
3
1
9

※
口
座
名
義
は
、
銀
行
、
郵
便
局
、
い
ず
れ
も

　
（
公
財
）文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

⑵
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

ネ
ッ
ト
募
金

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
又
は
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り

寄
付
す
る
も
の
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
か
ら
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ネ
ッ

ト
募
金
を
選
択
、「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」を
選
択
、「
文

化
財
保
存
修
復
募
金
」か
ら
ご
寄
付
で
き
ま
す
。

⑶
特
定
寄
付
信
託

　

信
託
し
た
金
銭
を
運
用
収
益
と
と
も
に
寄
付
す

る
も
の
で
す
。
当
財
団
は
み
ず
ほ
信
託
銀
行
と
特

定
寄
付
信
託
に
関
し
て
契
約
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

み
ず
ほ
信
託
銀
行（
０
３
・
３
２
７
４
・

９
２
０
３
）

⑷
遺
贈

遺
言
に
よ
る
ご
寄
付
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

⑸
商
品
券
・
図
書
券
等
に
よ
る
寄
付

　

ご
家
庭
の
タ
ン
ス
や
事
務
室
の
机
等
の
中
で

眠
っ
て
い
る
、
未
使
用
の
商
品
券
、
図
書
券
、
切

手
、
収
入
印
紙
、
ビ
ー
ル
券
、
お
米
券
、
旅
行
券
、

Q
U
O
カ
ー
ド
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
書
き
損
じ
葉

書
等
も
ご
寄
付
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

お
送
り
い
た
だ
く
場
合
は
、
当
財
団
事
務
局
宛
て

に
封
書
に
て
ご
郵
送
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

 

＊  

＊  

＊  

＊  

＊ 

●
税
法
上
の
優
遇
措
置

　

当
財
団
は
、「
公
益
財
団
法
人
」と
し
て
の
認
定

を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
賛
助
会
費
・
寄
付
金

（
募
金
）に
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
、

所
得
税
、
法
人
税
等
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
財
団
案
内
及
び
賛
助
会
員
入
会
申
込
書
の
ご
請

求
、
そ
の
他
ご
質
問
等
お
問
い
合
わ
せ
は
財
団
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑴
平
成
三
十
一
年
度
助
成
金
の
申
請
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　

平
成
三
十
一
年
度
助
成
事
業
に
か
か
る
助
成
金

申
請
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
受
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
助

成
金
の
ご
案
内
欄
）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①�

例
年
実
施
の
文
化
財
保
護
、
芸
術
研
究
に
係
る

助
成
事
業

②
熊
本
地
震
被
災
文
化
財
復
旧
支
援
事
業

　
（
申
請
期
間
）

　

平
成
三
十
一
年
一
月
十
日
～
二
月
末
日（
必
着
）

⑵
文
化
財
保
存
修
復
支
援
カ
レ
ン
ダ
ー
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
お
知
ら
せ

　

当
財
団
広
報
誌（
秋
号
N
o
・
88
）で
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
2
0
1
9
年
版
の
文

化
財
保
存
修
復
支
援
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
、
十

二
月
十
一
日
に
応
募
者
全
員
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

当
財
団
は
、
阪
神
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
熊

本
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
国
内
の
文
化
財

の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
平
山
郁
夫
画
伯
、

四
十
三
歳
。
以
後
、
画
伯
は
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

と
「
仏
伝
」
を
二
大
テ
ー
マ
と
し
て
数
々
の
傑
作
、

大
作
を
世
に
送
り
出
し
て
ゆ
く
。

　

本
年
四
月
を
も
っ
て
「
平
成
」
と
い
う
時
代
が

終
わ
り
ま
す
。
次
の
元
号
は
、
こ
の
時
点
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
当
財
団
は
、
平
成
の
誕
生
と
ほ
ぼ

軌
を
一い
つ

に
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

大
変
感
慨
深
い
も
の
を
覚
え
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の

か
、
こ
ち
ら
も
誰
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

誰
も
が
願
う
こ
と
が
、
平
和
で
豊
か
な
世
で
あ
る

こ
と
は
、
確
か
で
す
。

　

時
が
移
り
、
人
が
変
わ
っ
て
も
、
私
た
ち
の
活

動
は
基
本
的
に
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
、
寄
付
金
は
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
浄
財
に
よ
っ
て
財
団

運
営
は
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
も
、
事

情
を
理
解
し
、
さ
ら
に
経
費
節
約
に
努
め
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
を
御
理
解
の

う
え
、
一
層
の
ご
支
援
、
御
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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集
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